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ら 2002 年までは六ヶ所村に在住。2011 年から映画製作を開始。一作目『福島 六ヶ所 未来への伝


































5月  6日 高レベル放射性廃棄物貯蔵施設が着工
7月  1日 日本原燃サービスと日本原燃産業が合併し、日本原燃が発足
12月  8日 低レベル放射性廃棄物埋設施設が操業開始
1993年 4月28日 再処理工場着工
1995年 4月26日 フランスからの返還高レベル放射性廃棄物初搬入
1998年10月  2日 再処理工場貯蔵プールに試験用使用済み燃料を初搬入

























































































































































































クランクインしたのは 2011 年の 2 月でした。その１か月後に３.11 が起こり
ました。大地震、大津波、そして明らかに人災である福島原発事故が起こってし
まいました。私自身も呆然としまして、映画なんかをつくってる場合じゃないん
じゃないかとも思いましたし、もっと現実的に福島の人たちの支援になることを
しなければいけないんじゃないかなとも思ったのですが、自分にできることはな
んだろうと考えたときに、この映画を完成させてたくさんの方々に見ていただく
ことが、私ができる福島への支援であり、青森、福島も含めた東北への応援にな
るんじゃないかなと思いまして、映画の撮影を再開いたしました。
原子力発電所は核の入口です。そしてたとえ事故がなかったとしても、出口か
らは大量の放射性廃棄物が必ず出てきます。それが今までほとんど語られてきま
せんでした。まるでそんなものはないかように原発が推進されてきたのです。
余談ですが、核のごみ問題を引っ張り出してくれたのが小泉元首相でした。横
須賀でもこの映画の上映会をしていただきましたが、小泉さんは横須賀にお住ま
いです。横須賀上映会のときには、小泉さんにもぜひお越しくださいという丁寧
なお手紙を添えましてご招待券をお送りさせていただいたんですが、残念ながら
当日はお姿は見えませんでした。
福島原発事故のあと六ヶ所村では不安の声や反対の声が強まっているのかなと
いう、ある種の期待のようなものをもっていたのですけれども、必ずしもそう単
純ではありませんでした。これだけの核燃施設を抱えている地域ですので、もし
自分のところで何かあったらとんでもないことになるという、その不安の気持ち
012 ── 和光大学総合文化研究所年報『東西南北2015』
はもちろんあって、それを今まで見ないようにしてきたわけです。しかしそのふ
たを開けられてしまったという感じで、村の人たちの核燃施設に対する不安の声
はもちろん高まってはいました。でも同時に、このことで日本の原子力政策ある
いは核燃料サイクル政策が変わってしまって、原発や核燃が止まってしまったら、
自分たちの仕事がなくなってしまう、明日からの生活はどうしたらいいんだろう
という、そっちの不安の声のほうがもっと高かったんです。それほどまでに六ヶ
所村は、いわゆる核燃城下町というか、核燃マネーにどっぷりと浸かってしまっ
ているわけなんです。
しかし、本当に今は、映画の中で東海村の前村長の村上さんもおっしゃってま
したように、私たちは転換期に立たされていると思います。福島の原発事故は、
本当にこのままの路線でいって原発を再稼働させて、さらに核のごみを増やして
いっていいのか、それともここで立ち止まって違う道を選択するべきなのかとい
うことを、考えるチャンスを私たちに与えてくれたのだと思っています。
そういう意味で、今この時代に生きている私たちの責任が未来の世代に対して
大きな鍵を握っていると私は思うのです。そんな意味を込めてこの映画をつくり
ました。どうもありがとうございました。
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